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美術鑑賞 としての模写について
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1は じめに

美術展 に足 を運ぶ ときに私 たち誰 もがおぼ ろげに感 じる ことがあ る。それは作 品の キ ャプ

シ ョン(作 品に添える説明文)の 内容が分か りに くい ことである。

私たちは,何 よ りもまず作品 を見 るが,次 にキャプ ションを見て,そ の作 品が誰 の手 による

もので,い つ ごろ制作 されたのかを確認す るのが常である。その際,あ ま り意識す ることはな

いが,作 者 ・作品名 ・作 品のサイズの次 に 「材料 ・技法」に関する項 目が 目に入る。西洋画の

場合 には,「 油彩 ・キ ャンバ スOilonCanvas」 な どと表記 されて い る。 この 「油彩 ・キ ャ

ンバス」 という記述がある場合,な るほど,そ の作 品は麻布 の上に,油 絵の具で描かれた もの

なのだということが理解で きる。油彩 ・水彩 などの記述は分か りやすい。 なぜな ら,私 たちに

親 しみのある材 質だか らである。 この類の絵画であれば,ど うやって描 いたのか,想 像 をめ ぐ

らせ ることもで きるが,た とえば 「メゾチ ン ト」 「エ ング レーヴィ ング」や 「グワ ッシュ」 と

あると,に わかにどうや って描いたのか分か りに くい。 また東洋画の場合 には 「絹本着色」 な

どとあるが,こ れも分か りに くい。分か りに くいが,大 して重要で もないことなので,そ のま

ま意識す ることな く通 り過 ぎる。 しか しその記述 内容を 「説明せ よ」 といわれると,困 って し

まう。その場 で電子辞書な どを引 くか,学 芸員に聞 くよ り他 に方法はない。

例えば東洋画の 「絹本着色」の場合,「 絹本」 とは絵 を描 くための絹布 であ り,紙 つ ま り

「紙本」 に対す る言葉である。専門家(美 術作家 ・評論家な ど)の 間では常識 とされ る言葉で

も,な じみの薄い私たちには何のこ とか分か らない。それな らばいっそのことs「絹 の表面 に,

墨で線描 きを し,顔 料で色 を塗った もの」 としたほ うが分 か りやすい。 さらに言 えぱ,キ ャプ

シ ョンは当該作 品に必要不可欠な情報 を提供 して くれ る証 明書のよ うな ものである。 しか し,

鑑賞するほ うに も,そ れを読み解 く力が必要 である。「絹本 着色」 と書か れている場合,「 あ

あ,な るほ ど,こ の色 のぼか し方は絹本な らで はの表現だ。」 「この色彩 を出すために,絹 に描

いたのだな。」 と専 門家 には分かるか もしれ ない。 しか し,材 料 ・技法 につ いて学ぶ機会が な

い私たちには他所事で しかない。ゆえにその作 品が どの ように してつ くられたものであ るにせ

よ,「良 ければそれで よい」 と思 うのである。

材 料や技法 な ど知 らず とも日常生活には困 らない。 しか し,こ の場合,私 たちが無意識 のう

ちに直面 している問題 は,「作 品」 には生成 にいたる プロセスが あることを認識 で きないでい

ることではないだろ うか。
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2作 品づ くりと鑑賞

一流 とされる芸術作u
l]CIは,材料や技術の因果関係が発動 しては じめて創造 された ものであ

る・ そこには長 い歴 史の中で培 って きた人間の遺産 ともいうべ き知恵が凝縮 されている。それ

は時 として,時 代 を画す るほ どの影響 をもた らす場合 もある。

小学校 中学校 における普通教育の現場においては,こ のことを体験的に知 り,継 承す ること

が重要であろう。子 どもたちには,過 去 ・現在 ・未来 とつ なが る時間軸の中で,も のの存在 を

認知す る姿勢が必要である と思われ るか らである。 しか しもっ と大切 なことは,ま ず私たち大

人のほ うか ら,芸 術作品に親 しみ,そ の ものの価値 を正 しく理解で きる能力 を身につけること

である。

中国に 「飲水思源」 という考 えがある。「水 を飲 む際には,井 戸 を掘 った人の ことを思 え。」

とい う感謝の心で ある。 この心の本質は,正 しい意味で,「鑑賞」 と言 う言葉が当てはまるよ

うに思 う。

美術教育学者である福本謹…は次 のように述べ ている。

「なぜ ならば,日 本語の鑑賞 とい う意味は,本 来 「鑑(か がみ)」 つ ま り手本に照 らして価値

を吟味することであ り,何 らかの価値基準に照 らし合 わせ て判断するとい う意味合いが強い。

これに対 して英語の アプ レシエー シ ョン(Appreciation)は ,語 源的には貨幣 を支払 うという

意味であ り,価 値あ るものに鑑賞者が値踏みをすることを示 している。つ ま り,鑑 賞者が鑑定

をす るのであ り,鑑 賞者個 々の価値判断 を重視する ものである。」i

さて,話 を美術 に戻す と,作 品のキャプシ ョンには,そ の作 品の生成過程 を示す デー タが誤

ることな く記述 されてい る。先述 のように,専 門家 はそのキ ャプシ ョンの内容 を見 ることによ

り,ど の ようにしてつ くられたのか,作 者の身になって想像す ることがで きる。

この・作者の身になって考えるとい う視点が,見 るほうにあれば,よ り有意義 に,楽 しんで

作品 を鑑賞す ることがで きるであろう。

つ ま り,作 家の視点で鑑賞で きるという方法論が確立 されれば
,キ ャプシ ョンか ら得 られる

情報に より,そ の作 品についての理解が よ り進むのではないか と考 える。

本研究 は鑑賞者の心理 を研究す るものではないが,私 たちの概念形成の プロセスに,あ る種
の想像的傾向があ る場合,そ の傾向性 を刺激するひ とつの方法 として考えられるのが

,造 形経

験である。実際 にものをつ くる造形 には,何 よ り材料や技法 を使い こなす ことの困難 さが とも

なうので,こ の経験 自体が,作 品に込め られた人間の技術や知恵 を読み解 く力に大 き く寄与す

るであ ろう。 ゆえにこの経験 を蓄積することが,鑑 賞力の向上 に効果的であ ると推察す る。

3鑑 賞学習と模写について

昨今鑑賞学習は,美 術館教育の発展 にともない,ガ イ ドツア.__.やワークシー トに よる鑑賞が

盛んに行 われるようになった。u

小学校中学校の普通教育における 般 的な鑑賞学習 としては,美 術館 におけるガイ ドツァ_

やワークシー トによる もの,ま た鑑賞 に資する本や,高 度に発展 した鑑賞メデ ィアによるもの

など,驚 くほ ど多様 な方法が存在す るが,現 代 の鑑賞学習は,作 晶の解釈や意義 を概説する も

のか ら,実 証的な方法論の理解を 日的 とした ものへ と変化 してきている。
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書店では,大 人向けのぬ り絵本 の売れ行 きが好調であることか らも,制 作者の側 に立 った,

美術 に対す る一般的関心の高 さが うかがえる。llt

ぬ り絵 は,い うなれば誰 もがで きるアー トである。線 で区画 された部分に,オ リジナル作品

を見 なが ら色 を塗 ってい くことで完成する。 もちろん難 しい作 品 も存在するが,努 力 をす れば

完成す ることが魅力である。 しか も巨匠の作品 を,自 分の力で模写 した とい う満足感が得 られ

る。おそ らく完成 した後 にオ リジナル作品を見 る機会があれば,ぬ り絵 を した本人に とってそ

の作 品は親 しく,特 別な存在 になるという予測がで きるので,芸 術作品の一部ぞはあるが,鑑

賞の能力が身につ くことは間違 いない。それが きっかけとな り,他 の芸術作品に対する関心 も

高 まる場合があ るであろ う。

つ まり,ぬ り絵 は単 なるホビーの枠 を超 えて,鑑 賞力の向上 とい う役割 を担いゆ く可能性が

ある。

このぬ り絵 の楽 しさに着 目し,今 回の研究で,私 たちは模写 とい う方法 を,鑑 賞学習に生か

せ ないか と考えるに至った。模写がぬ り絵 と違 うところは,最 初の作 画段 階か ら創造的 に行 う

ことである。 また材料 ・技法 ともにオリジナルに近い形で行 うので,材 料 に対す る知識,扱 い

の経験 や基礎 的技術が どうしても必要 になる。私たちの場合,演 習で 日本画の技法 を学 んでい

るので,こ の経験 を生か し,日 本画の模写 を試みることになった。

模写 自体 を鑑賞教育の一環 として捉 える場合,情 報の吸収率 という側面か ら説明 したほうが

分か りやすい。 しか し,本 研究 では,ま ず何 よ りも自分たちが模写 を経験す ることに主眼 を置

く。 ここでは,作 品の内容 を0歩 深 く理解 す るための手立 て として,描 かれ た当時 と同 じ材

料 ・技法 を駆使 し,そ の製作過程 を再現す る。

模写の経験者 を鑑賞 とい う側面か ら客観的に観察 し,情 報の吸収が どの程度進んだのか分析

す る研究 は今後 の課題 とす ることに したい。

4古 典模写の意義

模写(ま た は模刻)に ついては,古 来 より,洋 の東西を問わず,行 われて きた ものである。

ローマ時代 においては,ギ リシャの彫刻の コピーが盛 んに行 われたことは広 く知れた ところで

あるi・が,わ が 国にお いては,戦 後失火 によ り焼失 した法隆寺金堂壁画は,現 在その忠実 な模

写 によって再現 されている。v

また高松塚古墳壁画 など,一 般 に立ち入 りが厳禁 されて きた場所 に存在す る作 品において

も,模 写 による鑑賞が一般的となっている。

この ように模写 については,さ まざまな意義や考え方があるので,一 概 に定義づけす ること

は難 しいが,大 きくいえば,次 の二つの意義が考 え られるであろう。

① 模写は文化財保護事業の一環 としてみた場合,オ リジナル作 品の保護のために,二 次的資

料 を提示す るために行 われる。オ リジナル作品は鑑賞者 の 目に触れるこ とはで きないが,そ

の代わ りに,写 しである模写を見ることによ り,真 実像 に近い形で,作 品を把握す ることが

で きる。

この意味での模 写には,描 かれていた当時の形や色 を復元 ・再現す る 「推 定復 元模写」

と,現 代あるが ままの姿 を写 し取 った 「現状模写」が ある。

② 一方,作 家 を目指す画学生や,作 家個人に とって,勉 強ため に模写 をする。つ ま り一種の

修行 としての模写がある。古典か ら深 く学び取 ることは,作 家個人に とって もかけが えのな
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い体験 となる。 これは先人の技術 や様式を学び,自 身の新たな制作 に生かす という考え方で

ある。

過去の巨匠においてSた とえばルーベ ンスによる レオナル ドダビンチの作 品の模写な どが残

されてい る。・iレオナル ド本人の手 によるオ リジナル作 品が失われて しまった今,ル0ベ ンス

の模写 によ り,オ リジナルを思い浮かべることがで きる。

またわが国においては,た とえば横 山大観の手 による四季 山水図(伝 雪舟筆)VIIの模 写な ど

がある。

5模 写作品の選定

古典作品は,時 代が さかのぼるにつれて,そ の痛み具合 も比例する。絵 の具の変色や剥落等

に より,形 も色彩 も不明瞭である場合が多い。そ こで今 回は,保 存の状態が良好であ り,か つ

分 か りやすい図柄 の作品 を選定することになった、私たちに馴染み深い古典作品について は,

…般 の美術書籍か らピックア ップす るのが最短である。演習では 日本画の技法 を学んでい るこ

ともあ り,日 本画の中で,こ の条件 を満たす作 品を選定す る作業 に入った。

その結果,次 の4作i_r1111が候補 として 上が った。 それぞれ模写 をする場合のプラス面,マ イナ

ス面 を以 下に示す。

# 作晶名 十 一 選択

1 源氏物語絵巻 繊細 な描写 ・美 しい色彩 絵の具の剥落や変色が多

く,絵 を読み解 くための資

料収集などの時間が必要

X

2 伴大納言絵詞 線描 の美 しさ ・繊細 さ 繊細 を極 める線のため,人

物 の表情 を写 し取 ることが

困難

X

3 随身庭騎絵巻 線描 の伸 びやか さ ・繊細 な

美 しさ

単純な図柄 a

4 鳥獣人物戯画 線描 の伸 びやか さ ・動勢 単純な図柄 0
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すいしんてい き え まき

随身庭騎絵巻

この うち,写 し取 ることの容易 さを第___.と して選定

した場合,随 身庭騎絵巻 と鳥獣人物戯画の どち らか を選

定す ること となった。種 々検討 の結 果,一 枚 の絵 と し

て,ま とまりのある構 図が描 きやすいとい う意味で,随

身庭騎絵巻 に決定 した。

この,随 身庭騎絵巻 は,国 宝であ り,か つ保存状態 も

良 く,見 る限 り,平 易 かつ明確 な線で描 かれてい ること

に加 えて,色 彩 も単調 であ る。13世 紀後半の作品である

が,軽 快 で躍動 的な描線が,限 りな く美 しい。

また この作 品は,平 安宋期の仁平～治承年間(1151～

1180)に 活躍 した随 身3人(秦 兼清 ・秦兼任 ・中臣末

近)お よび宝冶元年(1247)10月,後 嵯峨院の随身6人

(秦久則 ・秦兼利 ・秦兼躬 ・秦頼方 ・秦兼躬 ・秦久頼 ・
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秦弘方)の 都合9人 の随身と8頭 の騎馬 を描 いている。ある ものは馬に またが り
,あ るいは馬

を引 くなど,姿 態 はさまざまであ る。

随 身とは,平 安時代 以降・貴族の外出の とき・護衛のために勅定 によってつけられた近衛府

(このえふ)の 官人の ことである。人名 の注記 を藤原為 家(1198～1275),そ して絵 は 「土佐

筆」 と伝 え られてきた。当時の美男子 を描 いた作 品として も興味をひ くところである。

6再 現模写の基本的要素

本研究 は,大 要,次 の諸要素を考慮 に入れて行われた。

1本 研 究における諸要素の考慮

① 原作の解明

描かれた当時の材料 について は,制 作記録な どが ないため,写 真か ら得 られ る情報や,原

作観察に基づ く情報を集める一方,推 定で きる絵の具を,そ の発色な どか ら推定 した。

② 文献的検索

法 隆寺の壁画が制作 された時代か ら,さ ほ ど日本画の材料 は変化 していない。中国古来の

技法書である 「芥子園画伝」 については,わ が国で も古来絵師のバ イブル的技 法書 と して存

在 して きたので これを参考に した。更 に近代 に至る狩野派の技法 を記述 した 「丹青指南」 も

参考 に し,当 時使用 した可能性のある材料 について考察 した。

2再 現の具体的な方法の検討

① 模写のサイズ

随身庭騎絵巻 は,随 身一人 ひと り分かれ る形 で描かれているため,そ れぞれの場面 を,ト

リミング して一 人につ き一場面 を担 当す ることになった。模本 には原本 の趣 をよ く伝 える

「続 日本の絵巻12随 身庭騎絵巻 中殿御会図 公家列影図 天子摂 関御影 中央公論社

1991年 」 を使用 した。随身庭騎絵巻の寸法は,タ テ286mm× 全長2364mmで ある。模写は

タテ286mmを264mmに 縮小 して行 った。

② 基底材 となる用紙について

絵巻 に使 用 されている和紙 は原料,原 産 地等 不明で ある。 推 定では,薄 いが強度 もあ

り,表 面に筆のすべ りが良い,雁 皮紙が使用 されたもの と推察 した。今 回使用 した紙 は,比

較的使用 しやすい薄美濃紙を使用 した。薄美濃紙 は,精 選 された楮 を原料 とす る薄 くて強い

紙である。・iu

③ 転写 について

転写 は,私 たちにとって,馴 染が薄い ものである。現代であれば,ス キ ャナーで読み取 り,

プリン トア ウ トすることで,す べて事足 りる。あるいは写真で も良い。 より手作業 を重視す

るのであれば,通 常 カーボン紙 を使用する。 あるいはOHPな どで投影 し,そ の映像 を写 し

取る方法 もある。

わが国においては古来,念 紙 と呼ばれる,一 種の カーボ ン紙が存在 した。

この念紙 は,朱 土や岱緒な ど,土 系の絵 の具 を日本酒で溶いた ものを染み込 ませ た もので

ある。 この念紙による転写方法 を用 いなが ら,通 常の課題制作 を行 って きた。 ところが今 回
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美術鑑賞 としての模写について

の模 写においてはこれ らとは全 く違 う技法で転写 を行 うことになった。

昔か ら日本画で は,ド 絵 の転写に,"あ げうつ し"と 呼 ばれ る・一種 の視覚 の残像現象 を

利用 した方法が用い られている。 上手下手 は度外視 して も,こ の"あ げ うつ し"を 体験 し・

習熟す ることが意義深 いことである と考えた・

視覚 の残像現象 を利用 したあげ うつ しの起源 についてははっ きりしない。 しか し東洋画 に

おける長い歴史の中で,培 われて きた ものであることに間違いない。 これ は今現在でも自ら

の手で転写で きるユニークな技法である。

最初 は慣 れないが,す ぐにこの方法論が理解 で きるようになる。それは自分の筆に よる描

き方 を残 しつつ,占 典作家の息吹を感 じとることので きる画期的 な技法であるといえよう。

古の絵師の筆遣い を吸収 し,知 恵 を学 び取 る絶好 の機会であ ると考 えた。

④ 現状模写

先述の とお り,復 元模写 について は,推 定加筆 という方法 で しか行 うことがで きない。 こ

れは専門機関,専 門家による研究な くしては成 り立たない。そこで私たちは現状模写に着 目

した。

この現状模写 においては,画 而に存在する,シ ミ,折 れ,剥 落など,様 々な要素 を,そ の

まま写 し取 ることになる。 この作業には,次 のような工程が含 まれる。

・シ ミ拾 いplij面 ヒの シミを,染 料 を混合 した絵の具にて写 し取 ってい く・

・古色染め 天然の木の実(矢 車)の 煮汁 にて,画 面 を古色 に染める

.絵 の具 の調 製 絵 の具 を酸化あ るいは混合 す ることTよ り,色 面に経 年変化 を添加す

る。

7具 体的な現状模写の方法について

① あげうつ し

オリジナルの コピーの上 に載せた和紙 をロール状 になる よう,細 い軸棒 に巻 きつ けなが ら

画面の上 まで転 が し,下 に敷いたオリジナルコピー を見 なが ら上下 に転がす。

視覚 の残像 によ り,何 も描かれていない和 紙の上 に線が見えるようになる。 この状態 にな

るまでは慣れが必要である。見 えた線の上を筆 につ けた墨線でなぞ り,線 描 を0気 に仕上げ

てい く。 その際,線 の入 り方,抜 け方を読み取 りなが らの作業 となる。

線 の動勢や太 さをその まま正確 に再現す ることは不可能であるが,全 体のバ ランスの上か

ら印象 を整 えてい く。

懸 無 線が相当細いため'使 用鷹 まコリンス

》

::鮮

キーの毛描 きである。 この筆は先が利 く上にコ

シがあるため,こ の模写の線描に最 も適 してい

る。

墨 は,墨 色 の良 さか ら,紀 州墨(松 煙墨ix)

を使用 した。紀州墨(松 煙墨)は,紀 州,近 江,

播磨な どでつ くられた,松 の木や松 ヤニ を燃や

して出る煤 を原料 とす る墨である。
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② シミ拾い

オリジナル作品に残 る,汚 れ,シ ミ,剥 落な どは現

状の まま写 し取ることに した。 これ らの色彩 について

は,何 度か絵の具 を調整 して試作 した後,下 記の絵 の

具 を調整 した。

特 に留 意 した点 は,シ ミや汚 れ をすべ て写 し取 る

と,図 像が損なわれて しまうことがあるので,オ リジ

ナルの雰 囲気を大 切に しつつ,明 るめ に,部 分的に写

し取 るようにしたことである。

ウ へ
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使 用 した絵 の具 とで きた色

左 か ら,錆 白緑,ボ ヘ ミア ン緑 土,赤 口 朱土,墨

手前 が,調 整 してで きた色

③ 裏彩色

彩色が施 されている絵柄の部分 は,顔 面の白

色 と馬 の鞍 についた帯にある朱色(朱 とは,水

銀 を硫化 してつ くられた顔料で ある。x)で あ

る。 この2色 について調整 し,画 面の裏側 か ら

彩色 した。朱色は,黄 口本朱 とボヘ ミアン緑土

と濃口焼 白緑 を混ぜた ものに墨 を混ぜて丁度良

い色 を作 った。

裏彩色 とい う彩色法 は,通 常絹の裏側か ら色

を塗 ることであ りsそ の特徴 は,色 の発色 を調

整で きるとい う点 にある。 この点について,
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日本画家であ る林功は次 のように述べ る。

「絹 に絵 を描 く場合,厚 塗 りがで きないために画面が弱 く感 じられる ことが ある。裏彩色

とは,絹 の半透明の特性 を生かす技術であ る。両面の裏 にもたっぷ りと彩色 を施 して表現 に

厚 味を持たせ る。

これは古 くか らの技法で,仏 画には多 く使われている。」xi

,、 〆

④ 古色染め
で

古 い雰囲気 を表現す るため,模 写が終 わ った画面 を染め ご

る。古色 に使用 したのは矢車の実(右 写真)を 煎 じた煮汁で 孫
蹴ll
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美術鑑賞としての模写について

尚,古 色染めが終 わった らどうさhllで焙 染 してお く。

どうさとは,「 膠欝」 と書 き,膠 と ミョウバ ンの薄い混 合

溶液で,絹 地や紙の搬水性 や親水性 を抑制ない し調節する素

地処理材であ る。

碧

}

⑤ 裏打 ち

写 し終 わった摸写は薄い和紙の ままであ り,脆 弱である。その模写を補強 し,厚 みのある
・枚の紙 にするため,裏 打 ちという作 業をす る1・…般 にも,軸 装 や額装などにおいて・裏打

ちが必 要である。

裏打 ちは次の プロセスで行 った。

の りを煮 る

生麩糊XI11!00g

水270cc

の りは,裏 打 ちで使用 され る接着剤 の役割 をす る。

今 回は,小 麦粉か ら取 り出 したでんぷん質の接着剤

である生麩糊 を自分たちで作 り,使 用 した。粘 りが出

るまでか き混ぜ た。

裏漉 し

きめ細か くよいの り

を作 るために,2回 の

裏漉 しを行 った。
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裏打 ち用和紙の裏 に糊 を塗る

完成 したの りに水を加 えなが ら水 の りに し,裏 打 ち用

和紙 に塗る。

雛 轡
/

芦樵
登

,

鴫

本紙の裏 に貼 り込む

の りを塗った裏打 ち用和紙 を本紙の袈に,滑 らせ るように重 ね貼 り込む。

ミ

'制'"㌔
、ミ

難
ミ
楽

β

、
ミ蟹

燃懸
鱒

、
麟

撫

,

ぐ

鳶

・

。軽窯

馬ゾ

、

裏打ちが終 わった木紙 を乾燥 させ る

本紙がつかないように,机 の上に毛布 を敷き,そ のL

で乾燥 させ た。

難

⑥ 仮貼 り

裏打ちの終わった模写 は,い わゆる紙が 「暴れた」状態であ

り,表 面が波打 っている。 この状態か ら,ま っす ぐな状態にす

るため,和 紙の裏側か ら湿 りを人れ,仮 貼 りにかけて干す。

尚,十 分乾燥 させ画面 を平 ら

榔 ＼、
㌧

園 ∴嶺
噸 賊

32・穣 靴
触

にさせた後,剥 が して完成 とす

る。
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美術鑑箕としての莫写について

《完成 作 品》XIV

ご

奇

9v

ミ

ヒ

ぎ
魎
、

〈

＼

芝

気へ

秦 兼清

(はたの かね きよ)

鳥羽法皇(1103年 ～1156年)の 時代に活躍 した

随 身の うちの一人であった。

仁平元年(1151年)当 時,左 近番長 として活躍

し,以 後,右 近府生か ら左近府生 に進み,摂 政 ・

関白となった藤原基房の随身として活躍 した。

(遠藤あかね 模写)

中i末 近

(な か とみ0)す えちか)

秦兼清 と と もに鳥 羽 法lllの 時代 に活 躍 した随 身

で,当 塒,名 だ た る釆尻(騎]つ の一・人で あ った。

永 暦 兀 イi(1160イDO)こ ろ には,左 大将 藤 原基

房 の 随 身 とな り,以 後 基房 が摂 政 ・閃 白 に なる に

したが い,そ の側 近 にイiえ た。

o (大田和歌f模 写)
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秦 久則

(はたの ひさの り)

後嵯峨上皇(1220年 ～1272年)の 随身の14人 の

うちの一一人であった。後嵯峨上皇の御随身所の上

膓たる左将曹(左 番長)の 秦久員が病のために死

去 し,そ の後任 として,召 次(め しつ ぎ)の 長で

あった久則が右 将曹 に抜擢 された。
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ゴ

、

、

ム ヒ

翻 、 ・
}＼ 中瞳 か ◇ヘ

リ ズ
ト し ルノ

ご デ;＼ 霧 撃,、

x

E;<np3 ㌧ る 、
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秦 兼利

(はたの かね とし).

久則 と同 じく,後 嵯峨上皇の随身の一人で,最

上位 の左将曹であった。

(三浦暖奈 模写)

秦 兼躬

(はたの かねみ)

久則,兼 利 に続 き,後 嵯峨上皇の随身で,左 府

生を務めていた。

(田村桃衣 模写)
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(はたの よ りかた)

久則,兼 利,兼 躬 と同 じく,後 嵯峨上皇の随身

の一人であ り,右 府生であった。

(小嶋大輔 模写)
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秦 久頼

(はたの ひさよ り)

前の4人 と同様,後 嵯峨上皇の随身で,左 番長

で あ った。

(澤谷友貴 模写)

秦 弘方

(はたの ひろかた)

5人 と同 じく,後1嵯 餓 ヒ皇の随身の一人で,右

番rで あった。

(大島尚子 模写)

≧

く

8結 論と今後の展望

木研 究では,ま す何 よ りも自分たちが模写を経験す ることに主眼を置いた。ここでは,作 品

の内容 を ・歩深 く理解す るための手 、ンて として,描 かれた当時 と同 じ材料 ・技法 を駆使 し,そ

の製作過程 を再現 したJ惇 門性 の高い 日木画 の技法で描 く制作 プ ロセス を経験 して残 ったの

は,自 分の指先の感覚 と,塗 った時の筆の感触であった。 この経験 を重ねることが私 たちの財

産 となる と考える。

鑑賞 という意味で,盲えば,美 術展や図録な どで 目にす る作品への関心が高 まった。

現在で も作品を好 き嫌いで鑑賞す ることには変わ りないが,そ の作品が どのようなプロセス

で制作 されたのか,関 心 を もって見 ることがで きるようになった。

情報の吸収率 という側1自1から鑑賞 を客観的に観察 し,情 報の吸収が どの程度進んだのか分析

す る研 究は今後の、,果題 とす ることに したい。

お よそ作品 は,忍 耐な しには完成 しない。安易な方法論は,必 ず といってよいほど裏 目に出

るか,う まくいったとして もす ぐに トクマ化す る危 険性がある。
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一流の芸術作 品の多 くを見 る際に
,私 たち全員が尊敬 の念 を抱 き,謙 虚 な心 になるよう努め

ている。その意味でいえば,模 写を追求す ることを通 して得た もの は大 きい。

終わ りに・最後 まであきらめず・完成 することがで きたのは,普 段 か ら私たち学生 に対 し,

何 よ りも忍耐が勝利につなが ることを教 えて くだ さっている,創 立者池田大作先生に,お 応え

しようとの想 いがあったか らであることを申 し添 えてお きたい。
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